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O. 
く数詞十動量詞“次")が状諸になる
場合についての一考察
金谷順子
動作の回数を表す動量認は、一般には動量補語として動詞の後に置かれる。
我去i立杭升!開次。
(私は杭丹、iに2度行ったことがある。〉
迭↑問題我幻辻治了三次。
(この問題については我々は3度話し合った。〉
しかし動詞の前に置かれて状語となることもある。
飽約一次調査了丙↑人。
〈彼らは1回に2人を調査した。〉
他約一次就潟査了間十人。
(彼らはいっぺんに2人も調査した。〉
我両次去伝家，弥都不在。
(私は2回君の家に行ったが、君はいつも不在だ。〉
本稿では状認として現れる動量認について、主に形式の苗からの分類に基づ
き、その意味、特徴について考察を試みるものである。(1)
1. 
く数詞+“次")からなる状語は次のいくつかのタイプに帰納されるであろう。
以下そのタイプ分けに従って論を進めていくことにする。
1.1 Aタイプ
(1) 我一次線了十九頁積子。(2)
〈私は1回に10数ページの原稿を編集した。〉
(2) 地一次吃了間令慢共。
〈彼女は1屈に2つのマントウを食べた。〉
[ 1 J 
(3) 厨姉一次用完了十↑潟蛋。
(コックは1回に10伺のタマゴを使いきった。〉
(4) 他一次把迭些持全搬回来了。
〈彼は1回にこれらの本を運んで、戻った。〉
Aタイプは、述語動詞で表されている行為について、前方にきている回数で、
目的語で示す数量の事柄を行ったことを表す。通常前方にくる数詞は“一円を
用い、その場合には、目的誌の数量フレーズは、 11回につき、 1回ごとJの
平均分担の数量を表しているo Aタイプは説認を伴わなし、。
数認が“一刀の場合は、前後の文脈から明らかであれば動詞を省くことも可
能である。
(1)' 我一次十九頁稿子。
(2)'始一次間十箆失。
平均分配という点で、通常、数詞は“一"をとるが(3)、それ以外の数認をと
る場合もありえる。(4)
(5) 姑丙次吃了五ノト慢失。
(彼女は2回で5つのマントウを食べた。〉
またAタイプは“凡"と結びにくいが、それはこのタイプが主に数詞“一日
をとり、 11回の動作」における仕事量を表明するという点から説明づけられ
るだろう。
(6) *我九次繍了二十頁稿子。
(私は数回で20ページの原稿を編集した。〉
(7) *蔚姉九次用完了一百↑湾蛋。
(コックは数百で100個のタマゴを使いきった。〉
(叫*他九次把五十本有全撤回来了。
〈彼は数回で、50冊の本を運んで、戻った。〉
1.2 Bタイプ
伶) 我一次就繍了十九頁稿子。
(私はいっぺんに10数ページもの原稿を編集した。〉
M) 学校一次就処罰了四↑学生。
(学校はいっぺんに4人もの学生を処罰した。〉
ω 我{日系一次就半生了五ノト博士生。
(我々の学部ではいっぺんに5人もの博士課程修了者を卒業させた。〉
[ 2 J 
(12) J詩問i一次就用完了三十↑~蛋。
(コックはいっぺんに30個ものタマゴを使いきった。〉
Bタイプは、形式的にはAタイプが副詞と共起した場合で、ある O
例えば、副詞“就"と共起することで、前方の“一次"に対し、目的言語の数
量が通常より多いことを表し、カウントとしての 11回」というよりは円、っ
ぺんに~した、一度に~したJとしづ意味が強くなるO
副詞“オ口、“只円との共起で、は、“一次"に対し目的誌の数量が少ないこと
を表す。
(13) 他約一次オ鴻査了肉↑人。
〈彼らはいっぺんに2人しか調査できなかった。〉
純他一次只揺完半苗地。
(彼はいっぺんに0.5畝(ムー〉しか植えられなかった。〉
その他に、例えば、
紛 青青阿姐， 1:お一次花迭弘多伎，十自不1白玉大喜子他…。く短>p.231 (6) 
(青青ねえさん、あんた、いっぺんにこんなにたくさんの金を使っちまっ
て、主にいさんが恐くないのかしい・。〉
例紛の“注弘"のように、話し手の気持ちを含む言葉があると、高将司を伴って
いなくても、やはり円、っぺんに~したJことを表す。
このタイプも“一円以外の数認と共起することはありえる。しか工数認が
“一月の時と比べてその使用頻度は務ちる。(7)
M) 我両次就~詰了三十九頁。(8)
〈私はたった2回で30数ページも編集した。〉
(17) 倍約三次就潟査了十十人。(9)
〈彼らはたった3回で10人も調査した。〉
(18) 我れ号姉三次只招了間十学生。
(我々の指導教官は3回に2人の学生しか募集しなかった。〉
これらの文が成立するには、話し手と開き手がなんらかの共通の話題や認識
を持ち、それを基準とした上で判断がなされていることや、話し手自身の経験
上の基準や常識が前提になると思われる O
このタイプも、 Aタイプと同様に“九日とは結びにくし、0
(19) 17学校JL次就処罰了二十小学生。持
(学校はたった数回で、20人の学生を処罰した。〉
側 ??厨姉九次就用完了一百↑湾蛋。
[ 3 J 
〈コッグはたった数回で'100{闘のタマゴを使いきった。〉
糾 ??他約九次就除干浄了十平方米的奈革。
〈彼らはたった数回で'10平方メートノレ分の雑草をきれいに取り除いた。〉
1.3 Cタイプ
Cタイプは、ある動作が実現するのにかかった回数を表す。このタイプは、
一般に高将司との共起を必要とする。また、目的語に数量フレーズをとらず、動
詞は多く結果補語を伴う。(ゆ
総 ?他一次学会了琉!当行卒。紳
締'他一次就学会了務自行卒。
〈彼はたった1回で自転車に乗れるようになった。〉
鱒 ?姑倣的莱我両次吃j拭了。
線'勉倣的菜我両次就吃嵐了。
〈彼女の作った料理は私はたった2回で食べ飽きてしまった。〉
綿 ?他約九次徐干浄了奈草。
ω'イ也約九次就除干浄了奈草。
〈彼らはたった数回で、雑草をきれいに取り除いた。〉
制"f在約九次オ除干浄奈草。
〈彼らは数回かかってやっと雑草をきれいに取り除いた。〉
これらの文を成立可能にする背景には、先ほどBタイプのところでも触れた
ように、話し手自身が経験上備えているある基準や常識、或いは、話し手と開
き手にとって共通の話題が存在し、その尺度で判断していることが前提となる。
例勧Pの場合は、話し手には1回では自転車に乗れるようにはならないという
常識があり、その尺度を用いて判断すると、彼が 1回で自転車に乗れるように
なったことは驚くべきこととしてとらえられ、副認を用いてそれが表明される
ことになる。例鱒'でも、話し手には、みんなが、彼女の作った料理はいくら
食べても食べ飽きないと言ったことを開いていたため、そういうものだという
認識があったというような状況が想定され、その状況で、自分はたった2回食
べただけで、もう飽きてしまったということを“就"で示している。
以上に述べたように、 Cタイプは一般に副詞との共起を必要とするが、イン
フォーマントによっては、副詞を伴わない以下のような例文も成立可能になる
とした。
錦 土十郊一次i了好了。
[ 4 ] 
(計画は1回でとり決まった。〉
倒他一次学会了迭首歌。
〈彼は1回でこの歌を歌えるようになった。〉
紡姑一次述清了債。
〈彼女は1回で借金を返済した。〉
その理由として、例紛では、計画はいつも 1回で決まっているとしづ、また例
制では、彼女はいつも 1回で借金を返済しているという前提のもとで、今回も
そうだったということを述べ、話し手が経験上持つ予測と合致することが考え
られる。特また、例舗では、歌は普通1回で覚えられるものだという話し手の
持つ常識と合致しているといえるoMこのような話し手の予測、常識との一致
が副詞との共起を必要としないと思われる。伺従って、発生した事柄と話し手
の常識、予測とが一致した場合に限り、部認との共起を必要としないのであり、
一般には、 Cタイプの成立に部認が関与しているといえるO
紛} i;十支リ一次就i了好了。
〈計画はいっぺんでとり決まった。〉
もし、例i錦'が副詞を伴った場合には、いつもは数回かかるのに今回は1回
で決まった、つまり話し手の経験上からの予測とのズレや、或いは、 1回で決
まるということなど話し手自身全く想像しておらず、予期せぬ出来事が発生し
たことを意味しているO
1.4 
以上をふまえ、ここでもう一度A、B、C各タイプの境界線をはっきりさせ
るために、次の例文についてそれぞれの意味を確認しておく。
<Aタイプ>
締空調的温度，我一次潟了間度。
(ク{ラーの温度は、私は1回に2度を調節した。〉
綿'空鴻的温度，我一次潟高了間度。
〈クーラーの温度は、私は1回に2度を諮節して高くした。〉
. i 1回につきJの量を述べる。
<Bタイプ>
鱒空洞的温度，我一次就潟了間度。
〈クーラーの温度は、私はいっぺんに2度も調節した。〉
~'空潟的温度，我一次就潟高了丙度。
[ 5 J 
(クーラーの温度は、私はいっぺんに2度も調節して高くした。〉
-話し手と開き手が持つ共通の話題、認識が基準となり、それを用いての
判断、或いはiき分が経験上備え持つ基準、常識との比較などを合意。
<cタイプ>
紛努15十高広一次就把笠沼的伶伎減了下来。
〈あのj苫では、クーラーの値段をいっぺんに値下げした。〉
• Bタイプと開1..:0
ω 空洞i拘温度，t也一次潟高了。
〈クーラーの温度は、彼は1回で高く調節した。〉
・話し手が経験上持つ予測、或いは常識などとの一致を合意する。
また、形式上の違いは以下のようにまとめられる。
<Aタイプ>
副詞を伴わなし、。目的語に数量フレーズをとる。動詞に補語(多くは結果補
語〉がつく場合もある。数詞は普通“一月で、“JL"はとらない。
<Bタイプ>
副認を伴う。自的語に数量フレーズをとる。動認に補語(多くは結果補語〉
がつく場合もある。数認は普通“一日でで、、“凡
<cタイプ>
一般に、部認との共起を必要とする。多く動詞に結果補語を伴い、数認は
4一円、“肉…円、“九日が可能。
Cタイプ中、部認との共起を必要としないものがあるが、その場合、数認は
普通“一日であるO
2. 
以上に挙げたタイプの他に、副詞を必要とせず、目的語が数量フレーズをと
らず、動詞に必ずしも補語を伴わないタイプがある O言これをDタイプとする。
2，1 
杉村 (1994)同では、
紛我凡次的小李去若屯影JL，勉老滋没空JL。
(僕は何度も李さんを映画を見に行こうと誘ったが、彼女の返事はいつも
とマがないである。〉
のような例文を挙げて、「回数を強調しようとして前に“九次"を移したもの
[ 6 J 
で、言いきりにならず後にまだ文が続くなどの条件が必要だJとしているが、
詳しし、説明はされていなし、。
また対 (1983)紡にも、
側 方了保障人民群女約身体健康，解放活~D品九次降針。
(人々の健康を保障するために、解放後薬品は数度にわたって値下げされ
た。〉
という例が挙げられているが、やはり詳しい説明はなし、。以下このタイプにつ
いて考察してみる。
2.2 
動量詞が補語になる場合と比絞して、状諸になる場合の成立背景について考
えてみると、このタイプでは、杉村 (1994)で指摘されるように、後ろに文を
とることがその条件となっていることが考九られる。以下の会話例を用いて説
明してみよう。
A.伝去辻北京喝?
B.去泣o
A.去31凡次?
B.去辻六次o
A.我述没去辻北京児，折混全豪徳的北京拷鴨オ良好吃，徐肯定吃辻好九次了PEo
B.没有，我六次去，可都是工作p 没有肘向去吃北京拷将。
回数を述べるだけなら“去辻六次"(補語〉がその役目を担っているO “大次
去"(状語〉はただ回数を述べるためだけに用いられているのではないことが
わかる O “去i立大次円はこれ一文でも成立するが、“我六次去月はこのままでは
成立しがたく後ろに文を続ける必要があるO
次に挙げる用例は、すべてこのような成立背景を持っと思われる 0
(34) ?我四次抄了小道。紳
~4)'我四次抄了小道，市約了好多対向。
〈私は4間近道をして、多くの時間を節約した。〉
悌 ?他小吋{良両次出了痔子。
e母3 飽小吋侯両次出了痔子，現在股上述留着痕迩。
(彼は小さい頃に2回あせもが出て、今で、も顔にその痕が残っている。〉
~~ ?よさ/ト人辻去九次3記述我。
~~'述ノト人近去凡次輪辻我，所以我不相信他。
[ 7 J 
(この人は以前に何回か私をだましたことがあるので、私は彼を信用しな
い。〉
~) ?領専三次扶老王。
~'領与三次扶老王，劾他退休。
(指導者は3回王さんを訪ねて、彼に退職をすすめた。〉
鱒 ?采灼員九次打来屯活。
0'采灼員九次打来屯活， I可起述件事。
〈仕入係は何回か電話をかけてきて、このことを尋ねた。〉
倒 ?我三次点了限弱。
~~'我三次点了限弱，可述痔。
〈私は3回目薬をさしたが、まだ痛い。〉
側 ?我五次去伝家。
制'我五次去{伝家，佑t都不在，千弘去了?
(私は5回君の家に行ったが、君はいつもいない、いったし、どこに行って
いたの?)
ω ?他約九次社到了住房的事。
ω'他約九次it上到了住房的事，都感到没法解決。
(彼らは何回かほかの話題のついでに住居のことを話し合っていたが、皆
解決方法はないと感じていた。〉
ω ?逮十少数民族凡次祇抗辻タト族的入侵。
鈎'迭す¥少数民族凡次捻抗辻タト族的入侵，可述是被夫了。
〈この少数民族は何百か他民族の侵入に抵抗したことがあったが、やはり
滅ぼされてしまった。〉
総 ?我九次践他ー起去北京。
綿'我凡次限他一起去北京，都不Jl原。
(私は何回か彼と一緒に北京に行ったが、いつもJl長調にし、かなかった〉
以上のように、このタイプの文を成立させるためには、胆数に関する何らか
の内容(罰果関係、補足説明、逆接〉悼を表す文を後ろにつけ加える必要があ
る。締
なぜ、このような後続文が必要になるのだろうか。動作の回数を表すだけなら、
補語として動量詞を用いればよいはずであり、状語として回数を動詞の前に出
すには何らかの理由を必要としなければならなし、。
( 8 J 
2.3 
Dタイプで、なぜ後続文が必要になるのかということと合わせ、ぷこで、動
量詞が状認になる場合の成立背景について考えてみる。
まず、 Bタイプ、 Cタイプとも、文中に高将司を伴うことでその成立条件を満
たしている O 副認を含むことにより、前方に出された数詞と述語で言及されて
いる事柄との関係に対して、話し手の何らかの判断、認定が示されることにな
る。
またDタイプは、一般に後ろに文を続けることで成立することが指摘できる
が、その理由を考えてみると、例えば、 2.2に挙げた会話の中で、
B.没有，我六次去，可都是工作，没有吋向去吃北京湾将。
“六次"を状認の位置に突出させているのは、ただ回数を述べるためでないこ
とは既に触れたが、数認を動詞の前方に取り上げること自体、そこに話し手の
何らかの判断、認定が示されていると考えられる。その判断、認定がなされる
のは、後続文(補足、追加説明など〉で説明されている事柄に対してであると
いえ、そのためDタイプでは後続文が必要になると思われる O
B、C、Dタイプで考える際り、動量認が状語になる場合には、話し手のな
んらかの判断、認定が示されることが前提になるといえるO
ところでAタイプは副認を必要としていなかった。これは次のように考えら
れるo Aタイプは 11回につき、 1回ごとJの量、つまり平均分配を表してい
る。平均分配は、話し手の主観的な判断は含まないのであるから、副認を必要
としないのも当然であろう。また、 Cタイプの一部に副詞を必要としない場合
があったが、これも先に述べた通り、話し手の常識、経験上からの予掬などと
の一致があって初めて成立可能となるのであり、そこに、高U~奇は関与しないか
らである O
2.4 
Dタイプの場合には、数認が“一"では成立しないという特徴があるO
飽のA、B、Cタイプには“一次日が現れているが、 Aタイプの“一次刀は、
カウントではあるが平均分配としての 11回〈ごとに)Jを、 Bタイプ、 Cタ
イプの“一次"は、主に副詞とともに用いられ円、っぺんに、一度にJを意味
しているo Dタイプに用いられている数詞は、純粋にカウントとしての回数を
表しているといえ、その点で、 A、B、Cタイプとは異なると考えられる。カ
ウントとしてただ 11回Jを表すのに、“一次"を用いて、わざわざとりたて
( 9 J 
て言う必要はないだろう。例えば、下記の例文でも、
*他小吋{良一次出了痔子，現在位上述留着痕迩。
く?彼は小さい演に 1回あせもが出て、今でも顔にその痕が残っている。〉
「彼は小さい演にあせもが出て、…Jと言えば、話し手も開き手も普通それ
を 11回Jのこととして受け取るため、わざわざ 11回Jという必要はない。
このような前提から、 12回」以上の回数は、ただカウントとしての回数であ
っても、表明される必要があり、 Dタイプにはその原郎が働いていると考えら
れる。
2.5 
そのほか、後続文は逆接的な意味を持ちやすいとのことをインフォーンマン
トから指摘された。回数を動認の前に取り上げること自体、発生した事柄が、
話者にとって好ましい、好ましくないに関係なく、通常ではあまりありえない、
自分の経験上からの予測と現実とのギャップを感じた場合で、あることを表して
いるので、逆接的につながりやすくなるのだろう。
~~ 我九次灼小李去着屯影JL，勉老滋没空JL。
総3~，解放后弱品凡次降伏，可老百姓述是不満意。
(~、解放後薬品は数度にわたって値下げされたが、庶民はまだ不満であ
る。〉
僻 地凡次要求婚答笈，地都没有拾主，__，…。く全>p.1l9帥
(彼は何回か彼女に返答するよう求めたが、彼女は頭をもたげ、ることもせ
ずにい・。〉
綿 在北京綿在病床上吋，ん次想自ぷ。{旦是折到守侯在身索的姐姐的声音，又
不忍那祥倣。く全>p.86悼
(北京で病院のベットに横たわっていた持、何回か自殺を考えた。しかし
そばで看護する姉の芦を開くと、そうすることもできなかった。〉
紛 他的表情是~治的，溢挫得有些可怜。凡次呑呑吐吐，欲言又止。く全> p.175特
(彼の表情は気まずげで、それが少しかわいそうだった。何回か口ごもっ
たが、言おうとしてやめた。〉
3. 
以上、く数詞十動重罰〉が状語になる場合について、形式的な面から、 4タ
イプに分類を行った。 4タイプはそれぞれに無関係ではないと思われるが、 A
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タイプのように副詞も後続文もとらず、事柄の客観的説明を示し、動量認が、
状語の位置にしか現れないものを例外的とするならば、一般に、動量認が状認
になる場合には、 B、C、Dタイプのように、話し手の主観的判断を帯びる形
式をとるとし、う共通の条件を導くことができるO
注
(1) 本稿で扱う動量詞は専用動量詞中の“次"に限定する。
(2) 用例はく短)<全〉以外は作例であるが、すべてインフォーマントによるチ広ツク
を受けた。
(3) “一"を単位にする例としては、
多少銭一小?
(1ついくらですか?)
があるが、後ろにきている点で本稿の場合とは異なる。ここではそれを指摘するにと
どめるO
(司 例文(司のように H一円以外の数認をとる場合もありえるO しかしコンテクストが必
要であるO また!援昧性も残る。例えば、
始両次吃了五十慢共。
〈彼女は2回で5つのマントウを食べた。〉
とし、う場合、 2自にわたって5つのマントウを食べたことを意味しているのであり、
1回にいくつ食べたかは明確に示していなし、。 1自に2，5侶づっ食べたともとれるし、
1由は3{!圏、もう 1巨iは2倍、或いはまた、 1屈は41圏、もう l回は1:国食べたとも
解釈できるO
(5) 本マークは非文であることを表す。以下向じ。
(6) く短):{中国文学作品年繍1981短篇小説逸>>1984.中国社会科学出版社
(マ) あくまでもコンテグストが必要であるO “一"の場合と比べると使用頻度がかなり
落ちるが、そこには経済性の原理が働くからではないか。つまり普通は1自でどうし
たかを言えばよいのであって、それを 12、3…回でj というのには、わざわざそれ
を取り上げるだけのコンテクストが要るだろう。
(8) アクセントの置かれる位置により、多義性をもっ可能性もある。例えば、“三十凡
頁"i'こアクセントが置かれると、 2回でたった30数ページしか編集できなかった、と
いう意味にもとれる可能性がある。
〈参考文献部敬敏。 1990<副河在匂法話拘中的活X指向初採)p. 52"，-，66 {次活治込〉
王手京姉活大学出版社〉
(9) 注(母と同じく、アクセントの置かれる位置により、多義性をもっ可能性もある。例
えば、 u十↑人"にアクセントが置かれると、前後の文脈によって、 3回で、たった10
人しか調査で‘きなかった、とし、う意味にもとれる可能性がある。
~o) インフォーマントによっては例文u9)'"糾を成立可能であるとした。
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紛 このタイプは、動作の完了を意味するため、動詞部分に多く結果補語を伴うと思わ
れるO
~ ?マークは、文が成立するためには副詞との共起が必要であることを示す。以下例
ωまで!可じO
~3) インフォーマントの意見に基づく。
粉注Qq)にi司じ。
~5) インフォーマントによっては、文の成立に副詞が関与しないのは、数認が“一"の
場合だけではないとし、以下の例も成立するとした人もあったが、多くのイ γフォー
マントは副詞との共起を必要とするとした。 C?マークは、文が成立するためには副
詞との共起が必要であることを示す。〉
?廿支1J両次江好了。
〈計画は2回で取り決まった〉
?他約三次除干浄了奈草。
〈彼らは3回で雑草をきれいに取ワ除いた。〉
?我九次学会了汗卒。
〈私は数百で車の運転をマスターした。〉
制杉村博文.1994~中国語文法教室J1 p.82大修館害賠
初対月半潜文摂故梓.1983{宗用現代双活活法~ p.88外活教学与研究出版社
(相原茂監訳.1988~現代中国語文法総覧〈上)J1 p.122くろしお出版〉
M) ?マークは、文が成立するためには、後続文が必要であることを表す。以下例文紳
まで向'[0
~9) 例文純~締が関果関係を、納、紛が補足説明を、例~綿が逆援を意味する文を後続
の文として加えている。
紛列挙した例文はすべて後続文であるが、必ずしも後続文に限らず、前にくる例もあ
るoi7uえば、
不知道:h什丸今天我九次磁上他。
(なぜだかわからないが、今日私は何回か彼に会った。〉
しかし“不知道方什弘"は、文の冒頭に置かれるのが慣用的であり、その点でこの例
は例外的といえるかもしれない。
本稿では、前に文をとる場合については触れておらず、今後詳しく検討する必要が
あるO
紛 く全>: 0982年全国佐秀短篇小説坪逸荻奨作品集)1983.上海文芝出版社
紡詮糾に同じ。
紛注帥に同'[0
(筑波大学大学院〉
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